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令和８年度   大田区立  大森第五小学校  学校経営計画  

                          

大田区立大森第五小学校   校  長   中治  謙一  

 

１  学校経営の基本的な考え  

 本校は、開校９２周年を迎える歴史と伝統ある学校であり、保護者・地域から寄せられる、

期待も大きい。  

 「地域に支えられ、地域とともに歩む学校」を基本とし、保護者・地域の思いを尊重し、こ

どもが社会に出たときに、人生を、笑顔あふれる豊かなものにするために、小学校教育で担う

べき役割を明確化し、発達の段階に応じた計画的、発展的な教育活動を組織的に行う。  

 そこで、社会の急激な変化や様々な人々との関わりの中において、こどもたちがよりよく生

きていくために、こどもたちの笑顔を求め、一人ひとりのよさや可能性を伸ばし、自分に自信

をもち、主体的に行動し、意欲的に学ぶことができることを目指し、質の高い、特色ある教育

活動を推進する。  

 

２  学校経営の基本的な考え  

 

「こどもたちの笑顔を求め、学びに向かう力、人間性等を育成する教育活動の推進」 

           

 

 

 

 

 

 

 

３  教育目標    

 人間尊重の精神を基調とし、生きる力の育成と広く国際社会に生きるこどもたちの育成を目

指して、生涯にわたる学習の基礎を培う教育の推進にあたる。そのため、次の目標を設定する。 

 

    ○いつも明るく元気な子  

   ○よく考えてやりぬく子  

   ○なかよくきまりを守れる子  

   ○心ゆたかなやさしい子  

 

 

４  学校の教育目標を達成するための基本方針  

 本校の教育目標は、学習指導要領が目指す、知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」の

育成を基本として設定する。そこで、次の基本方針に基づき、教育課程を実施する。  

 

 おおた教育ビジョン  本校の重点  

  個別目標３  「一人ひとりが個性と能力を発揮するための基礎となる力の育成」  

  個別目標４  「学校力・教師力の向上」  

 

  ●方針１  誰一人取り残さない、確かな学力の育成  

  ●方針２  豊かな心の育成  

  ●方針３  健やかな体の育成  

  ●方針４  学校における働き方改革等による教育職の魅力の向上  

 

【学びに向かう力、人間性等の向上】 

学びを方向付ける人間性 

初発の思考や行動を起こす力・好奇心  学びの主体的な調整  他者との対話や協働  

こどもたちの笑顔あふれる学校  
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（方針１）  誰一人取り残さない、確かな学力の育成  

 各教科等において、主体的・対話的で深い学びの実現を図り、「わかった」「できた」経

験を積み重ねることで、確かな学力を身に付けさせる。また、算数科における習熟度別少人

数指導を実施し、基礎・基本の徹底を図るとともに、ＧＩＧＡスクール構想に基づいた個別

最適な学びと協働的な学びを実現する。そのために、教師の授業力の向上を図る。  

 様々な学習場面や生活場面で遭遇した問題に対して、自ら主体的に情報収集を行い、現状

分析・把握をし、課題を見付け、協働的に解決していく問題解決能力や、考えたことについ

て一人１台のタブレット端末を活用するなど、よりよく相手に伝えることができる表現力や

プレゼンテーション能力の育成を図る。  

〔具体的な教育活動〕  

・基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得を図るため、ドリルパークなどをはじめとした

一人１台タブレット端末による繰り返し学習を実施し、個別最適な学びの実現を図る。  

・実物や本物に触れる体験的な活動や身近な問題として捉える問題解決学習の学習過程を設

定し、学び方やものの考え方、表現する力を身に付け、課題を探究する態度や姿勢を育成  す

る。  

・自分から進んで課題に取り組む等、児童の主体的な学習態度を育成する。  

・児童同士の交流等、話し合う場を設定し、自他のよさや可能性（多様性）に気付き、協働

的な学びを実現する。  

・大田区独自の教科「おおたの未来づくり」の学習を通して、社会に主体的に働きかけ、貢  

献できる人材として必要な「創造的な資質･能力」を育成する。  

・発達の段階に応じた情報活用能力を育成し、多様な情報を的確に判断し、活用する能力を

養うデジタル・シチズンシップ教育を推進する。  

・家庭と連携し、児童の学習習慣を確立する。  

・言語や文化について体験的に理解を深め、国際的な感覚を養い、外国語を用いて積極的に  

コミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。  

・特別支援教室（サポートルーム）を活用し、障害の有無に寄らず、合理的な配慮に基づい

て一人一人の教育を保障する教育支援の充実を図る。  

 
 

（方針２）  豊かな心の育成  

 教育活動全体を通して人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を培うための教育を充実さ

せる。また、自分を大切にするとともに、他の人を理解し思いやる心の育成を通して人権教

育の充実を図る。  

 そのために、常に相手の事を考え行動することができる想像力を育んでいく。また、地域

や異年齢の人と触れ合う活動を重視し、仲間や家族、地域の方、さらには自分を大切にし、

人のために考え、関わり方の新たな価値を見いだし、行動できる資質・能力を育成する。  

〔具体的な教育活動〕  

・教育活動全体を通して、生命尊重を基盤とした教育と人権教育の推進を図る。  

・いじめを許さない心情を育て、いじめの早期発見･早期解決に努める。  

・「特別の教科  道徳」を要とする全ての教育活動を通じて行う道徳教育を計画的、発展的

に行い、よりよい生き方の基となる道徳性を養う。  

・「特別の教科  道徳」の特質をすべての教員が理解し、授業を実践することができるよう

にする。  

・音楽や図工における表現及び鑑賞の活動や、鑑賞教室など多様な表現や鑑賞の活動等の充  

実を図り、感性や感受性を育む。  

・学校図書館を居心地のよい場所に整備し、読書活動の充実を図り、心情理解や想像力を高

め、知的好奇心を満たし、児童の読書を愛好する態度を育成する。  

・特別支援学級三組との日常的な交流による、通常の学級に在籍する児童の障害理解教育の  

推進を図る。  
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（方針３）  健やかな体の育成  

 ６年間の系統性のある体育・健康教育・保健教育を推進し、生涯にわたり、心身の健康と

保持増進を図り、活力ある生活と豊かなスポーツライフの実現を目指す。そのために、自分

の健康や体力に関心をもち、自分で健康管理や体力づくりができる力を育成するための教育

活動を展開する。  

〔具体的な教育活動〕  

・隣接する平和の森公園を活用した持久走大会をはじめとする体力向上施策を実施する。  

・運動することの楽しさや上達することの喜びを味わい、豊かでたくましい心と健やかな体  

を育むために、タブレット端末を有効活用するなど体育の授業を工夫し充実させる。また、  

体力調査の結果を分析し、体力向上の具体案を提出し改善を図る。  

・基礎的な生活習慣の確立と健康な生活リズムの定着を図る。早寝・早起き・朝ごはんを  

 推進し、規則正しい生活リズムを確立できるよう、保護者に協力をお願いする。  

・「小学生駅伝大会」「持久走大会」や「長縄跳び朝会」、投力や瞬発力を高める「元気も

りもりタイム」等を実施する。  

・運動や集団で関わる機会を保障するために、時程を工夫して放課後遊びを設定するととも

に、行間体育として、中遊び、昼遊びを充実させる。  

 

 

（方針４）  学校における働き方改革等による教育職の魅力の向上  

 「大田区立学校における働き方改革推進プラン」に則り、業務改善及びライフ・ワーク・

バランスの実現に向けた環境整備を推進することで、教員が児童と向き合う時間を創出する。 

 そこで、校長自ら率先垂範し、教員でなければできないこと、教員でなくともできること

を精査し、自分の仕事の進行管理能力（タイムマネジメント能力）を高め、効率化を図り、

メリハリのある仕事の仕方を考えられるようにし、その働き方を互いに尊重できるようにす

る。経営の基本方針に働き方改革を位置付けることで、教職員自身が働きがいをもち、教育

職に魅力を感じながら、よりよい教育の推進を図れるようにする。  

〔具体的な教育活動〕  

・教員の業務を精選し、児童に向き合う時間や教材研究を行う時間を確保する。  

・自分の働き方を見つめ直し、自分に合った働き方を実践する。  

・教職員同士の結びつきを強め、「お互い様」の精神で助け合い、同僚性を高める。  

・年次有給休暇の取得を推進し、リフレッシュして職務に取り組めるようにする。  

 

 

５  特色ある学校づくり  

 本校の特性、地域人材、近隣の環境等の地域の教育力を活用し、体験的な活動や伝統・文化

的な活動を取り入れ、地域に根ざした教育活動を展開していく。また、実社会との結びつきを

重視し、新たな時代を築き上げる力の素地を養う。  

〔具体的な教育活動〕  

 ◇一人一人を大切にした教育  

・特別支援教室（サポートルーム）の活用や特別支援学級「３組」との日常的な交流  

・算数習熟度別少人数指導実施（全学年）  

・補習の充実（水、金、土、夏季休業中）  

・放課後子ども教室の充実  

 ◇新しい教育活動への挑戦、本校独自の教育活動  

・区独自教科「おおたの未来づくり」の学習を通した、企業連携、地域創生  

・「ブルートライアングルプロジェクト」への積極的な参画  

 ◇地域・近隣環境の有効活用  

 〇平和の森公園  

・持久走大会  

・縦割り班清掃活動「クリーンアップ」  
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 〇ふるさとの浜辺公園  

・地場産業であった海苔付け体験  

 〇高齢者施設（大森老人ホーム）  

・訪問及び招待  

 〇商店街（美原通り）  

・職場体験及び見学、大森海苔の調査・探究  

 ○地域学校協働本部「スクールサポート大五」による教育支援  

・「夏のわくわくスクール」の実施  

・読み聞かせ・図書ボランティア（チータ）と連携した読書活動  

 

 

６  目指す学校の姿  

 学校にかかわる全ての人が笑顔いっぱいでいられるように、保護者・地域・学校が、「信頼」

という絆でつながり、何よりもこどもたちの笑顔を求めて、成長を共に喜び合える学校づくり

を目指す。  

 ①児童が、将来の夢をもち、自己肯定感を高めることのできる学校  

 ②保護者が喜んで教育活動に協力し、共に児童を育てる学校  

 ③地域の人々が、愛着と誇りをもち、連携して児童を見守り育てる学校  

 ④教職員が児童の成長に喜びを感じ、組織力を発揮することでやりがいを感じることができ

る学校  

 

 

７  目指す教師の姿  

①こどものことを第一に考えるとともに、こどもたちのよさを見つけ、笑顔を求める教師  

②国際化や情報化などの現代的な課題に対応しつつ、教科指導や生活指導、学級経営などの  

実践的指導力を高めるため、「自らも学び、自らも考える」教師  

③互いに日々の実践を共有・振り返ることができる教員集団として互いに協力し合い、認め  

合い、助け合い、高め合える同僚性のある教師  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


